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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
 

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
 

Ｓ
Ｕ
Ｎ
 

Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
Ｅ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
０
１
９
Ｚ

【
作
者
名
】

　
嫌
な
音

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
遡
る
事
、
七
年
前
。

　
地
球
に
飛
来
し
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
落
下
し
た
巨
大

隕
石
に
よ
り
、
そ
の
周
辺
地
域
は
壊
滅
し
た
。

　
そ
し
て
、
巨
大
隕
石
に
よ
る
副
産
物
と
し
て
現
れ
た
の
が
、
人
間
を
殺
害
し
、

そ
の
人
間
に
擬
態
す
る
、
な
ぜ
か
地
球
上
の
昆
虫
や
節
足
動
物
に
酷
似
し
て
い

る
、
後
に
、
「
イ
ン
パ
ス
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
怪
物
だ
っ
た
。

　
イ
ン
パ
ス
タ
ー
に
対
抗
す
る
た
め
の
唯
一
の
方
法
は
、
「
ゼ
ク
ト
カ
ン
パ
ニ

ー
」
が
開
発
し
た
、
「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
 

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
 

Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
」
の
み
。
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イ
ン
パ
ス
タ
ー
討
伐
の
功
績
を
き
っ
か
け
に
、
ゼ
ク
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
は
、
国

全
体
に
影
響
力
を
持
つ
よ
う
な
大
企
業
に
の
し
上
が
っ
て
い
き
、
壊
滅
し
た
ス

プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
新
し
い
街
を
興
し
、
「
エ
ア
ラ
ダ
ー
シ
テ
ィ
」
と

名
付
け
た
そ
の
街
に
本
社
を
置
き
、
わ
ず
か
数
年
で
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
た
企

業
城
下
町
と
な
っ
た
そ
こ
で
、
シ
ス
テ
ム
適
合
者
の
、
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
」
と

イ
ン
パ
ス
タ
ー
と
の
戦
い
を
、
「
Ｚ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
」
と
し
て
中
継
し
、
更
に
大
き

く
な
る
ゼ
ク
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
。

　
様
々
な
苦
悩
を
抱
え
る
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
達
、
暗
躍
す
る
イ
ン
パ
ス
タ
ー
、
謎

の
多
い
ゼ
ク
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
が
交
差
し
あ
い
、
こ
の
世
界
の
物
語
は
繋
が
れ
て
い
く
…

…
。

◇
◇
◇

こ
れ
は
、
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
カ
ブ
ト
」
を
、
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ

ト
」
の
よ
う
に
、
海
外
リ
メ
イ
ク
風
に
し
た
作
品
で
す
。
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は
じ
め
に

　
数
年
前
に
、
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ト
」
と
言
う
作
品
が
あ
り
ま

し
た
。
日
本
の
代
表
的
ヒ
ー
ロ
ー
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の
平
成
第
三
作
品
目
、
「

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
龍
騎
」
の
米
国
リ
メ
イ
ク
版
で
す
。

　
本
作
品
は
、
平
成
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
第
七
作
品
目
、
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
カ
ブ
ト
」

を
そ
の
ノ
リ
で
、
海
外
ド
ラ
マ
風
に
リ
メ
イ
ク
し
よ
う
よ
っ
て
も
の
で
し
て
。

　
し
か
も
、
私
自
身
が
平
成
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
、
そ
ん
な
に
詳
し
く
な
い
と
言
う
。

　　
な
ぜ
、
そ
ん
な
血
迷
っ
た
事
を
実
行
に
う
つ
し
た
の
か
は
、
理
由
を
知
っ
て

や
っ
て
も
い
い
と
言
う
寛
大
な
方
は
、
活
動
報
告
に
て
詳
し
く
載
せ
て
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
を
。

　
こ
の
場
で
は
、
リ
メ
イ
ク
し
た
事
に
よ
る
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
カ
ブ
ト
」
の
原

作
設
定
と
の
相
違
点
、
と
言
う
か
、
注
意
点
を
い
く
つ
か
。

　　　◎
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の
名
前
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
：
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
カ
ブ
ト
↓
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
サ
ン
ビ
ー
ト
ル

と
言
っ
た
感
じ
で
、
他
の
ガ
タ
ッ
ク
、
ザ
ビ
ー
な
ど
の
ラ
イ
ダ
ー
達
も
名
前
が

変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　◎
ゼ
ク
タ
ー
を
イ
ン
セ
ク
ト
コ
ア
へ
と
改
名
。

　◎
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
ダ
ー
に
、
専
用
マ
シ
ン
が
あ
り
ま
す
。
（
そ
れ
を
、
私
が

上
手
に
扱
え
る
か
ど
う
か
は
、
別
問
題
で
す
が
）

　◎
「
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
 

Ｕ
Ｐ
」
、
「
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
 

Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
」
が
「
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ

Ｄ
 

Ｕ
Ｐ
」
、
「
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
 

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
」
に
変
更
。
理
由
は
、
「
Ｃ
Ｌ
Ｏ



4

Ｃ
Ｋ
～
」
が
造
語
な
の
で
は
、
と
言
う
私
の
考
え
で
す
。

　◎
変
身
の
プ
ロ
セ
ス
も
、
エ
フ
ェ
ク
ト
も
本
作
独
自
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　◎
一
部
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ツ
ー
ル
の
名
称
も
、
変
更
し
て
お
り
ま
す
。

　◎
ワ
ー
ム
を
イ
ン
パ
ス
タ
ー
（
ｉ
ｍ
ｐ
ｏ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
，
ｉ
ｍ
ｐ
ｏ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
：

詐
称
者
）
へ
と
、
改
名
。

　　　　
こ
ん
な
の
で
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
逆
に
、

こ
う
い
う
の
が
苦
手
な
方
は
、
名
残
が
尽
き
ま
せ
ん
が
、
「
戻
る
」
を
推
奨
し

ま
す
。
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
１
．
戦
い
は
へ
そ
で
す
る
も
の
だ
／
Ａ
 

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ

　
夜
に
な
り
、
月
か
ら
降
り
注
ぐ
月
光
よ
り
も
、
こ
の
街
、
「
エ
ア
ラ
ダ
ー
シ

テ
ィ
」
か
ら
射
す
街
明
か
り
の
方
が
、
辺
り
を
真
っ
昼
間
の
よ
う
に
輝
か
せ
る
。

　
そ
ん
な
、
エ
ア
ラ
ダ
ー
シ
テ
ィ
を
走
る
一
台
の
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
。
横
文
字

で
、
「
ゼ
ク
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
」
と
刻
ま
れ
た
、
そ
の
ト
レ
ー
ラ
ー
の
中
に
、
今
、

俺
は
い
る
。

　
行
き
交
う
全
て
の
車
が
、
俺
達
が
乗
っ
て
い
る
ト
レ
ー
ラ
ー
に
路
を
譲
る
。

最
初
の
内
は
、
結
構
良
い
気
分
だ
っ
た
が
、
最
近
じ
ゃ
、
そ
れ
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
き
た
。

　
俺
の
他
に
、
ト
レ
ー
ラ
ー
に
乗
っ
て
い
る
の
は
、
蟻
み
た
い
な
フ
ェ
イ
ス
ヘ

ル
ム
を
か
ぶ
り
、
様
々
な
通
常
兵
器
に
は
耐
え
う
る
、
鋼
鉄
の
五
倍
の
強
度
を

持
つ
、
バ
ト
ル
ド
レ
ス
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
通
称
、
「
Ｂ
Ｄ
Ｕ
」
と
呼
ば
れ
る
黒

一
色
で
統
一
し
た
、
屈
強
な
男
達
が
十
数
人
。

　
俗
に
、
「
ゼ
ク
ト
ル
ー
パ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
、
ゼ
ク
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
の
私
設

部
隊
が
、
今
の
俺
が
就
い
て
る
仕
事
だ
。

　
七
年
前
。
エ
ア
ラ
ダ
ー
シ
テ
ィ
の
旧
名
、
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
落
下

し
た
巨
大
隕
石
の
せ
い
で
、
街
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
周
辺
地
域
は
完
全
に
壊
滅

し
た
。

　
厄
介
な
の
は
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
巨
大
隕
石
落
下
が
関
係
あ
る
の
か
ど
う

か
は
正
直
分
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
と
同
時
に
人
間
を
殺
害
し
、
そ
の
人
間
に
擬

態
す
る
、
「
イ
ン
パ
ス
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
怪
物
達
が
現
れ
た
。

　
イ
ン
パ
ス
タ
ー
は
、
次
々
と
人
類
を
襲
い
、
人
間
の
姿
を
借
り
て
密
か
に
現

代
社
会
で
息
づ
い
て
い
る
。

　
そ
ん
な
憎
き
怪
物
ど
も
を
一
掃
す
る
た
め
に
、
俺
は
イ
ン
パ
ス
タ
ー
と
最
前

線
で
戦
う
、
ゼ
ク
ト
ル
ー
パ
ー
に
な
っ
た
ん
だ
。

　
俺
達
の
活
躍
で
、
イ
ン
パ
ス
タ
ー
共
も
大
人
し
く
な
っ
て
き
て
…
…
。
と
言

う
の
は
、
真
っ
赤
な
嘘
。
い
や
、
イ
ン
パ
ス
タ
ー
の
強
さ
に
は
、
ほ
と
ほ
と
手

を
焼
い
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
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な
に
せ
、
仲
間
の
ゼ
ク
ト
ル
ー
パ
ー
は
、
イ
ン
パ
ス
タ
ー
が
出
現
す
る
度
に

や
ら
れ
て
い
る
。
俺
だ
っ
て
、
も
し
出
動
さ
せ
ら
れ
た
ら
、
い
つ
や
ら
れ
る
か

分
か
っ
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
。

　
だ
か
ら
、
イ
ン
パ
ス
タ
ー
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
ゼ
ク
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
が
作

り
出
し
た
、
「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
 

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
 

Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
」
が
、
絶
対
不

可
欠
な
存
在
と
な
る
。

　
俺
は
、
ト
レ
ー
ラ
ー
の
外
側
に
取
り
付
け
ら
れ
た
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
、
赤

外
線
を
分
析
し
、
熱
分
布
を
図
と
し
て
表
し
た
、
ト
レ
ー
ラ
ー
内
部
に
設
置
さ

れ
た
画
面
を
確
認
す
る
。

　
人
間
に
擬
態
し
た
イ
ン
パ
ス
タ
ー
の
体
温
は
、
普
通
の
人
間
よ
り
低
い
た
め
、

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
通
し
て
、
街
行
く
人
々
を
観
察
す
る
事
で
、
擬
態
を
見
破

る
事
が
で
き
る
…
…
、
っ
と
、
見
つ
け
た
。
一
見
す
る
と
白
色
の
肌
の
普
通
の

男
性
三
人
組
。

　
し
か
し
、
そ
の
内
に
隠
さ
れ
た
正
体
は
、
醜
い
怪
物
だ
。

「
イ
ン
パ
ス
タ
ー
を
発
見
！
　
総
員
、
直
ち
に
戦
闘
準
備
、
並
び
に
各
仮
面
ラ

イ
ダ
ー
ー
に
緊
急
連
絡
！
！
」
　

　
モ
ニ
タ
ー
の
監
視
係
の
俺
が
そ
う
叫
ぶ
と
、
ゼ
ク
ト
ル
ー
パ
ー
達
は
各
人
担

当
の
仕
事
の
準
備
を
始
め
る
。

　
マ
シ
ン
ガ
ン
ブ
レ
ー
ド
に
弾
丸
を
装
填
す
る
者
。
ゼ
ク
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
本
社

と
、
俺
達
と
は
別
に
街
を
巡
回
し
て
い
る
他
チ
ー
ム
、
さ
っ
き
俺
が
叫
ん
だ
通

り
に
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
達
に
連
絡
を
取
る
者
。

　
俺
？
　
俺
は
、
さ
っ
き
も
言
っ
た
通
り
、
モ
ニ
タ
ー
の
監
視
係
。
内
勤
の
ゼ

ク
ト
ル
ー
パ
ー
さ
。
し
か
し
、
正
義
を
愛
す
る
心
は
誰
に
も
負
け
な
い
つ
も
り

だ
。

◇
◇
◇
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「
フ
リ
ー
ズ
！
　
動
く
な
ッ
！
　
一
歩
で
も
動
い
た
ら
、
容
赦
な
く
撃
つ
ぞ
！

！
」

「
い
っ
、
一
体
、
な
ん
な
ん
だ
よ
ぉ
！
？
」

「
だ
、
誰
か
！
　
コ
イ
ツ
等
を
説
得
し
て
く
れ
！
！
」

「
殺
さ
れ
る
ぅ
！
　
助
け
て
く
れ
ぇ
！
！
」

　
俺
と
通
信
係
の
数
名
を
除
い
た
、
俺
の
所
属
す
る
チ
ー
ム
全
て
の
ゼ
ク
ト
ル

ー
パ
ー
達
が
、
三
人
組
に
マ
シ
ン
ガ
ン
ブ
レ
ー
ド
の
銃
口
を
向
け
な
が
ら
、
じ

り
じ
り
と
追
い
詰
め
、
三
人
組
の
背
後
に
は
ビ
ル
の
壁
。
そ
こ
を
半
円
で
取
り

囲
む
。

　
唯
一
、
逃
げ
ら
れ
そ
う
な
下
水
道
に
繋
が
っ
て
い
る
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
も
、

ゼ
ク
ト
ル
ー
パ
ー
達
の
後
ろ
に
あ
る
。
三
人
組
の
逃
げ
場
は
な
い
。

　
そ
の
周
り
に
は
、
十
分
な
距
離
を
置
い
て
い
る
も
の
の
、
数
え
切
れ
な
い
人

数
の
野
次
馬
。
彼
等
の
誰
一
人
と
し
て
、
三
人
組
の
訴
え
を
真
に
受
け
て
な
い
。

逆
に
、
野
次
を
飛
ば
し
な
が
ら
も
、
冷
め
た
視
線
を
送
っ
て
い
る
。

　
今
ま
で
、
ゼ
ク
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
が
、
一
般
人
と
擬
態
し
た
イ
ン
パ
ス
タ
ー
を

間
違
え
た
前
例
が
一
度
も
な
い
か
ら
無
理
も
な
い
事
だ
が
、
正
体
が
イ
ン
パ
ス

タ
ー
と
分
か
っ
て
い
る
と
は
言
え
、
こ
の
光
景
は
な
ん
と
も
言
え
な
い
気
分
に

さ
せ
る
。

　
そ
の
気
分
の
せ
い
で
、
俺
は
、
現
場
に
忍
び
寄
っ
て
い
る
、
複
数
の
サ
ー
モ

グ
ラ
フ
ィ
に
映
る
影
に
気
付
く
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

「
…
…
、
ッ
！
　
複
数
の
イ
ン
パ
ス
タ
ー
が
、
そ
っ
ち
に
向
か
っ
て
い
る
ぞ
！

！
」

　
俺
が
無
線
越
し
に
、
ゼ
ク
ト
ル
ー
パ
ー
達
に
怒
鳴
る
と
同
時
に
、
マ
ン
ホ
ー

ル
の
蓋
が
吹
き
飛
び
、
中
か
ら
複
数
の
緑
色
を
し
た
分
厚
そ
う
な
外
殻
を
持
っ
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た
蛹
み
た
い
な
イ
ン
パ
ス
タ
ー
の
中
で
も
個
体
数
が
最
も
多
い
、
ピ
ュ
ー
パ
達

が
躍
り
出
た
。

　
そ
れ
に
併
せ
、
三
人
組
が
邪
悪
な
笑
み
を
浮
か
べ
る
と
、
三
人
組
も
イ
ン
パ

ス
タ
ー
の
正
体
を
露
わ
に
し
た
。

「
な
っ
、
何
ぃ
！
？
　
ぐ
ぁ
あ
あ
あ
あ
ッ
！
！
」

「
ク
ソ
ッ
！
　
う
わ
ぁ
あ
！
？
」

「
ひ
ぃ
い
！
　
に
、
逃
げ
ろ
ぉ
！
！
」

「
き
ゃ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
！
？
」

　　
途
端
に
辺
り
に
阿
鼻
叫
喚
が
、
巻
き
起
こ
る
。
イ
ン
パ
ス
タ
ー
達
に
逆
に
挟

み
撃
ち
さ
れ
た
、
ゼ
ク
ト
ル
ー
パ
ー
達
。
そ
の
状
況
を
見
て
、
瞬
時
に
身
の
危

険
を
感
じ
た
野
次
馬
達
。

「
メ
ー
デ
ー
！
　
メ
ー
デ
ー
！
　
イ
ン
パ
ス
タ
ー
に
挟
み
撃
ち
に
さ
れ
た
ッ
！

　
早
く
来
て
く
れ
！
！
」

　
通
信
係
の
ゼ
ク
ト
ル
ー
パ
ー
の
叫
び
が
、
ト
レ
ー
ラ
ー
内
に
響
き
渡
る
。
お

そ
ら
く
は
、
い
や
、
き
っ
と
、
彼
が
求
め
て
い
る
の
は
、
別
の
ゼ
ク
ト
ル
ー
パ

ー
部
隊
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
筈
だ
。

　
俺
達
が
、
今
、
助
け
を
求
め
て
い
る
の
は
…
…
。

　
一
匹
の
ピ
ュ
ー
パ
の
腕
が
、
幼
い
子
供
の
脳
天
目
掛
け
て
振
り
下
ろ
さ
れ
る
。

既
に
、
現
場
の
ゼ
ク
ト
ル
ー
パ
ー
部
隊
が
壊
滅
、
善
く
て
動
け
な
く
な
る
く
ら

い
の
大
怪
我
、
悪
く
て
死
。

　
こ
の
場
の
ゼ
ク
ト
ル
ー
パ
ー
部
隊
さ
え
排
除
す
れ
ば
、
次
に
狙
わ
れ
る
の
は
、

集
ま
っ
て
い
た
野
次
馬
達
。

　
子
供
は
少
年
だ
っ
た
。
元
々
は
母
親
と
、
こ
の
騒
動
の
現
場
に
偶
然
出
く
わ
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し
た
、
た
だ
野
次
を
飛
ば
し
に
集
ま
っ
て
い
た
連
中
と
は
違
っ
て
い
た
。

　
こ
の
騒
ぎ
の
中
で
、
母
親
と
は
ぐ
れ
て
し
ま
い
、
目
の
前
に
は
、
自
分
よ
り

も
一
回
り
大
き
い
ピ
ュ
ー
パ
。

　
少
年
は
、
目
を
瞑
り
、
こ
の
騒
音
の
中
、
有
ら
ん
限
り
の
大
声
で
叫
ん
だ
。

「
…
…
っ
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
っ
！
！
」
 

　
－
－
奇
跡
は
起
き
た
。
ピ
ュ
ー
パ
の
振
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
太
い
腕
を
、
蜂

の
よ
う
な
、
し
か
し
、
蜂
に
し
て
は
大
き
い
、
メ
タ
リ
ッ
ク
な
印
象
を
与
え
る

何
か
が
、
弾
き
飛
ば
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
直
ぐ
に
、
響
き
渡
る
バ
イ
ク
の
エ
ン
ジ
ン
音
。

　
少
年
が
、
目
を
開
け
る
と
そ
こ
に
は
、
フ
ル
フ
ェ
イ
ス
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被

り
、
バ
イ
ク
に
跨
っ
て
い
る
、
身
体
の
凹
凸
か
ら
見
て
女
性
だ
ろ
う
人
物
が
い

た
。

　
そ
の
前
方
に
は
、
緑
の
外
殻
に
タ
イ
ヤ
の
痕
を
付
け
て
、
倒
れ
て
い
る
ピ
ュ

ー
パ
。

　
女
性
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
脱
ぐ
と
、
ブ
ロ
ン
ド
の
長
い
髪
に
鼻
筋
の
通
っ
た
、

綺
麗
な
顔
立
ち
に
、
優
し
い
笑
み
を
浮
か
べ
て
、
少
年
の
頭
に
そ
っ
と
手
を
乗

せ
る
と
、
こ
う
言
っ
た
。

「
怖
が
ら
ず
に
、
よ
く
頑
張
っ
た
わ
ね
。
大
丈
夫
！
　
後
は
お
姉
さ
ん
に
、
ち

ょ
っ
ぴ
り
、
そ
の
勇
気
を
わ
け
て
欲
し
い
な
」

　
女
性
は
、
手
を
空
に
向
け
て
伸
ば
し
、
先
ほ
ど
の
蜂
の
よ
う
な
何
か
を
呼
び

寄
せ
る
。

　
そ
し
て
、
叫
ん
だ
。

「
Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
！
」
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腕
に
着
け
て
い
た
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
に
、
そ
の
蜂
を
取
り
付
け
る
と
、
そ
こ
か

ら
、
ま
る
で
繭
の
よ
う
な
も
の
に
身
体
全
体
を
包
み
込
ま
れ
、
や
が
て
、
そ
れ

も
最
初
の
方
に
包
み
込
ま
れ
た
箇
所
か
ら
順
に
晴
れ
て
い
く
。

　
そ
こ
に
は
、
こ
の
場
に
い
た
誰
も
が
救
い
を
待
ち
望
ん
で
い
た
「
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
」
が
、
立
っ
て
い
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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